
2023 年 11 月 29 日 

第 4 回経済学部・学府合同ポスター報告会を実施いたしました 

 

 実行委員：加河茂美・八木信一・鷲崎俊太郎・北澤満・ 

堀井伸浩・Andrew Chapman・中石知晃・ 

藤井秀道・瀧本太郎・藤田敏之・宮﨑毅 

 

経済学部・経済学府が主催します第 4 回経済学部・学府合同ポスター報告会を、２０２3 年

１１月２９日（水曜日）に開催いたしました。本報告会は「学生のプレゼン能力の向上」、

「研究内容の精査」、「学生間のネットワーク構築」を目的として開かれ、88 件の報告が行

われました。 

報告会には約 120 名の学生・教員に参加いただきました。報告会の最後には閉会式が行

われ、経済学部副学部長の内田交謹教授より、ポスター報告会が大盛況であったこと、そし

て学生の報告内容の水準がとても高い点などを紹介いただきました。 

おかげ様で、盛況のうちにポスター報告会を終了することができました。ポスター報告会

にご参加いただきました皆様、準備・運営にサポートいただきました方々に厚く御礼申し上

げます。次頁以降、ポスター報告会の様子や報告タイトル、報告者リストを掲載いたします。 

 

 

写真①：ポスターの掲示を行う参加学生 



 

写真②：自身の研究内容を熱心に説明する様子 

 

 

写真③：教員から研究内容に関するコメントやアドバイスを受けている様子 



 

 
写真④：ポスター報告会の様子 

 

 

写真⑤：閉会式の様子 



 

写真⑥：ポスター報告会後の記念撮影 



プログラム(報告番号 1～22)  [コアタイム A（16:30~17:15）・コアタイム B（17:15~18:00）] 

Programme (Report No. 1-22) [Core Time A (16:30~17:15), Core Time B (17:15~18:00) 

コアタイム 

(Core time) 

報告番号 

(Report No.) 

報告題目 

(Title) 

報告者 

(Presenter) 

A 1 Can On-chain Transaction Patterns Predict Bitcoin Realized Volatility? 平田伸哉 

B 2 A Study on Volatility Spillover Among Stock Markets Based on EEMD Xinran Du 

A 3 Japanese Fintech Adoption in the Post-Covid Era: Drivers and Challenges through Empirical Approaches Mutian Guo 

B 4 Does Currency Depreciation Improve Trade Balance? J-Curve Effect in Somalia Nasra Abdulhalim 

A 5 
Empirical Analysis of Relation between Income Disparity and Intercity Migration 

- Using time-series data of 4 cities in Fukuoka prefecture and Hiroshima prefecture - 

中元美波 

B 6 
Multi-Criteria Decision Making for Environmental Policy Selection based on One-switch Utility Function 

and ELECTRE I Method 

Yuanxu Li 

A 7 新型コロナウイルスが観光消費額に与えた影響の分析 猪狩信人・鍛治屋智啓 

B 8 Are macroeconomic parameters standard in the literature? Edumundo Pangara 

A 9 The effects of the use of free-type business models on sales in the e-book industry 川村萌 

B 10 暗号資産における SNS の影響分析 多々良卓弥 

A 11 国内におけるオーバーツーリズム問題とその対策 黒瀬純・村上優太・遊道夏陽 

B 12 高齢者ごみ出し支援の現状と課題 上野亜弥乃・北原健吉・杉原諒哉 

A 13 ふるさと納税による災害支援 荒木雄太 

B 14 ギャンブルは犯罪を増やすか？日本のパチンコデータによる実証分析 石橋知大 

A 15 桜島の降灰が地域犯罪に与える影響 久木田夏彦 

B 16 農業経営体の収支データに基づくライフサイクル GHG 排出量の推計 坂田智哉 

A 17 海が主観的幸福度に与える影響 寺師奏一 

B 18 マッチョの LCA：健康志向型の食生活が個人のカーボフットプリントに及ぼす影響 藤嶋大和 

A 19 コンパクトシティが都市の CO2 排出に与える影響 伊東千智 

B 20 成長期における食育が個人の食品ロス削減意識に及ぼす影響 山北翔大 

A 21 産業連関分析を応用した労働負荷フットプリントの推計フレームワークの構築 山口豪介 

B 22 環境保護に関する意識と知識のギャップが消費者のレジ袋削減意識に及ぼす影響 石牧之 



プログラム(報告番号 23～44)  [コアタイム A（16:30~17:15）・コアタイム B（17:15~18:00）] 

Programme (Report No. 23-44) [Core Time A (16:30~17:15), Core Time B (17:15~18:00) 

コアタイム 

(Core time) 

報告番号 

(Report No.) 

報告題目 

(Title) 

報告者 

(Presenter) 

A 23 福島原発事故が川内原発周辺の地価に与える影響 鍛治屋智啓 

B 24 住宅の運用期間延長がライフサイクル CO2に与える影響 松嶋そら 

A 25 分担責任に基づく鉄鋼部門由来の CO2排出分析 今田青冶 

B 26 
消費内生型産業連関分析を用いた COVID-19 インバウンド市場を通して日本全体に与えた経

済的・社会的・環境的影響の定量的評価 

大賀雄介 

A 27 船舶の寿命変化がコンテナ船輸送由来のライフサイクル CO2排出量に及ぼす影響 下津浦大賀 

B 28 
Estimation of CO2 and cost reduction potential through improving operational efficiency in Japanese 

medical sector 

牛島大悟 

A 29 運輸の環境効率性を考慮したグローバルサプライチェーンの脱炭素に向けた再構築 庄田朋申 

B 30 エネルギー価格上昇が日本経済に与える影響の単位構造分析 月岡葵 

A 31 技術移転のための類似する生産技術をもつクラスターの特定 西藤和佳 

B 32 日本の道路網における乗用車由来の CO2 排出削減可能性の推計 細島千聖 

A 33 水稲栽培における J-クレジット制度導入によるメタン排出量への影響 岩松稔 

B 34 日本における炭素税の導入が環境と経済に与える影響 上原将 

A 35 ライフサイクル分析を通した「地産地消」の CO2排出削減効果の推計 植松真里奈 

B 36 飼料化プラントの生産効率性分析 都留惇嗣 

A 37 米国における移民の流出入がカーボンフットプリントに与える影響 戸田遥香 

B 38 一戸建て木造住宅における CO2排出量の推移とその要因分解を用いた考察 冨元昌樹 

A 39 建築物の木造化の促進が CO2排出に与える影響 永田あい 

B 40 Neste 社を通じた SAF の実用化のための最適な研究開発投資計画の分析 中谷竜輔 

A 41 世界の産業由来の CO2排出量の推移とその変化要因についての分析 山口颯太 

B 42 Environment and Social Impact of Global Supply Chain Restructuring in the Textile Industry Yina Xu 

A 43 Clarifying the levers of carbon emission reduction in compact cities: A multi-sectoral approach Tianhui Fan 

B 44 Disruption of trade routes: impacts of the RU-UA conflict on global flight paths Rhea Bridgeland, Jingxuan Zhang 



プログラム(報告番号 45～66)  [コアタイム A（16:30~17:15）・コアタイム B（17:15~18:00）] 

Programme (Report No. 45-66) [Core Time A (16:30~17:15), Core Time B (17:15~18:00) 

コアタイム 

(Core time) 

報告番号 

(Report No.) 

報告題目 

(Title) 

報告者 

(Presenter) 

A 45 Trend changes and the driving forces of Environmental Indicators of countries around the world 伊藤泰規 

B 46 
How corporate climate mitigation actions affect the cost of capital? 

Evidence from 2,200 Japanese firms 

王一舟 

A 47 Productivity analysis considering CO2 emissions in the Basic Metal Industry of Various Countries 朱禾匀 

B 48 Factors Contributing to the Diffusion of New Energy Vehicles in China 徐穎 

A 49 
Does the material environmental strategy matter to corporate financial performance?  

Evidence from global countries 

沈思語 

B 50 A decomposition analysis of the energy system patent with blockchain technology 毛丹寧 

A 51 Decomposition of critical mineral management in U.S. manufacturing sectors from 2000 to 2022 蒯嘉慧 

B 52 食品ロス量の決定要因分析 宮地諒 

A 53 地域の住環境が幸福度に与える影響 向井亮 

B 54 主観的幸福度に影響する決定要因の国際比較分析 高藤啓太郎 

A 55 初職時における居住地選択の決定要因分析 森山大樹 

B 56 周囲との関係性が子どもの主観的幸福度に及ぼす影響 西村美鈴 

A 57 評価制度が労働生産性に与える影響分析 西島康平 

B 58 持続可能性と宿命論の独立関係 積山隆樹 

A 59 高齢者の仕事満足度に関する要因分析 中川由夏 

B 60 デザイナーズブランドのターゲットとなり得る女性像 林田寛大 

A 61 社会増減と地域居住満足度の関連性分析 綾野皓介 

B 62 多様な働き方が仕事・生活満足度に与える影響 森広夢 

A 63 若者の孤食の要因分析 谷萌加 

B 64 健康経営と財務パフォーマンスの関係性分析 福田佳花 

A 65 メディアが政治的関心に与える影響要因分析 中山天佑 

B 66 社会関係資本が主観的幸福度に与える影響 熊谷有希也 



プログラム(報告番号 67～88)  [コアタイム A（16:30~17:15）・コアタイム B（17:15~18:00）] 

Programme (Report No. 67-88) [Core Time A (16:30~17:15), Core Time B (17:15~18:00) 

コアタイム 

(Core time) 

報告番号 

(Report No.) 

報告題目 

(Title) 

報告者 

(Presenter) 

A 67 消費選好と主観的幸福度の関係性分析 寺﨑和奏 

B 68 Instagram における「受信者」「発信者」の幸福度影響分析 落合美月 

A 69 フォロワーの積極性を高めるリーダー行動 常盤凌平、山下桃佳、松浦匠真 

B 70 学生アルバイトを対象としたリーダー行動によるリアリティショックの緩和に関する研究 森本郁真、淺野壮佑、安藤光汰 

A 71 リーダーシップを有する大学生の「一皮むける経験」 古賀弘一郎 

B 72 シャイネスが大学生の就職活動に与える影響に関する一考察 山田昌汰 

A 73 大学生部活動における心理的安全とリーダー行動の関係 永岩優一 

B 74 予備校で働く学生アルバイトに対して能力給が持つ効果と運用に関する研究 守永桃大 

A 75 サービス職業従事者（アルバイト）の感情労働問題から考える、顧客第一主義のこれから 高野百花 

B 76 現代での M&A の実施（買い手側）と市場評価に関する要因別実証分析 廣松賢士朗 

A 77 大学生アルバイトにおける職種ごとの内発的報酬と外発的報酬の重要度の違い 坂根由二 

B 78 職業選択に伴う自己に関する理想像の明確化過程における、大学生の経験や心情の関わり 針尾朋花 

A 79 携帯電話とインターネットの普及要因分析：経済・社会要因を織り込んだダイナミック・パネル分析 江口修平 

B 80 日本の産業の国際的位置付けとその変貌：産業特化指数と上流度指数の分析を通して 光吉佑莉加 

A 81 日本の経済成長と産業・企業の新陳代謝に関する研究：開・廃業率と Lilien measure の国際比較 小玉哲也 

B 82 Will Emission trading system (ETS) lead to higher corporate bankrupt risk in Japan and China?  許 健先 

A 83 An Intra-Family Game for the Choice of Childbearing Liu Ruiwu 

B 84 1 対多マッチングの拡張と応用 冨山貴史 

A 85 欧州サッカー界における FFP 制度導入と戦力差拡大の因果関係分析 中野涼太 

B 86 出生行動に影響を与える要因についての研究 中田智士 

A 87 Absolutism and Collectivism: The Divergence between Europe and China 王立 

B 88 The impact of Pandemic-Induced Lockdown Policy on Income Inequality: Evidence from China Liang Shuyi 

 

 


